
56農業経営者 2022 年 3 月号

国く
に
さ
き東

半
島
は
ず
っ
と
気
に
な
っ
て
い

た
。「
仏
の
里
」
の
別
称
が
あ
り
、実
際
、

古
代
か
ら
開
け
た
宇
佐
神
宮
が
あ
り
、

歴
史
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
。
そ
こ
に「
世

界
農
業
遺
産
」
認
定
が
加
わ
り
、
ま
た

「
七し
ち

島と
う

藺い

」
と
い
う
高
級
畳
表
の
原
料

が
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
、
憧

れ
を
抱
い
た
。
２
０
２
１
年
12
月
中
旬
、

国
東
半
島
を
訪
問
し
た
。

13
年
５
月
、
国
東
半
島
・
宇
佐
地
域

は
国
連
食
糧
農
業
機
関（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）か
ら
、

伝
統
的
な
農
業
や
文
化
、
景
観
、
生
物

多
様
性
が
維
持
さ
れ
て
い
る
地
域
に
与

え
ら
れ
る
「
世
界
農
業
遺
産
」
に
認
定

さ
れ
た
。

国
東
半
島
は
瀬
戸
内
海
式
気
候
で
雨

が
少
な
い
た
め
、
古
来
「
た
め
池
」
に

よ
っ
て
農
業
用
水
を
供
給
し
て
き
た
。

た
め
池
の
周
り
は
ク
ヌ
ギ
広
葉
樹
林
の

森
に
し
て
水
源
涵
養
林
と
し
、
定
期
的

に
間
伐
し
て
「
ホ
ダ
木
」
を
取
り
、
原

木
シ
イ
タ
ケ
を
栽
培
し
て
き
た
。
シ
イ

タ
ケ
農
家
が
自
分
の
生
計
の
た
め
森
を

管
理
し
て
い
る
訳
だ
。
ク
ヌ
ギ
の
森
の

手
入
れ
で
森
林
管
理
を
行
な
う
こ
と

で
、
生
き
物
が
豊
か
な
森
と
な
り
、
絶

滅
危
惧
種
の
オ
オ
イ
タ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
が
生
息
す
る
な
ど
生
物
多
様
性
が
維

持
さ
れ
て
い
る
。

海
も
ミ
ネ
ラ
ル
た
っ
ぷ
り
な
水
が
流

れ
込
み
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
豊
富
だ
。

湧
水
域
で
育
つ
城
下
カ
レ
イ
（
日
出
町

の
海
岸
付
近
）
な
ど
の
豊
か
な
魚
種
も

森
林
が
育
ん
で
い
る
。
農
業
と
漁
業
と

自
然
が
つ
な
が
っ
た
生
態
系
が
実
現
し

て
い
る
訳
だ
。
国
東
半
島
は
ク
ヌ
ギ
林

と
た
め
池
が
農
林
水
産
循
環
を
生
み
出

し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

「
世
界
農
業
遺
産
」
の
価
値
が
あ
る
と

最
初
に
気
づ
い
た
の
は
、
別
府
市
に
立

地
す
る
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学

（
Ａ
Ｐ
Ｕ
）
の
カ
ゼ
ム
准
教
授
（
現
教
授
、

イ
ラ
ン
人
）
で
あ
っ
た
。
彼
は
申
請
書

を
出
す
よ
う
熱
心
に
働
き
か
け
た
が
、

当
初
、
県
は
じ
め
地
域
の
人
た
ち
は
動

か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
東
京
大
学
農

学
部
生
命
科
学
研
究
科
助
教
授
を
辞
め

（
03
年
、
43
歳
）、
出
身
地
の
国
東
市
に

戻
り
、
現
場
で
農
業
経
営
を
営
み
な
が

ら
情
報
発
信
を
行
な
っ
て
い
た
林
浩
昭

氏
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
。

「
た
め
池
」
が
面
白
い
。
前
近
代
の
技
術
が
、
今
も
農
業
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

し
か
も
、
生
物
多
様
性
を
生
み
出
し
、
人
類
の
未
来
を
先
導
し
て
い
る
。
大
分
国
東
半
島
は
エ
コ
ロ
ジ
ー
と
エ

コ
ノ
ミ
ー
の
共
存
の
実
験
場
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
世
界
農
業
遺
産
の
保
全
に
向
け
応
援
団
が
多
い
。

ク
ヌ
ギ
林
と
た
め
池
が
つ
な
ぐ
循
環

シ
イ
タ
ケ
農
家
は
公
益
的
価
値
の
創
造
主

叶  芳和

大
分
県
⃝
国
東
半
島
・
宇
佐
の
農
林
水
産
循
環
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脱・東
大
教
授
が
生
み
の
親

１

林
氏
は
こ
と
の
重
要
性
を
即
座
に
理

解
し
、
動
い
た
。
地
元
の
人
た
ち
も
、

国
東
の
農
業
の
モ
デ
ル
は
頭
の
中
で
は

分
か
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
世
界
的
に

大
事
な
こ
と
か
ど
う
か
が
分
か
っ
て
い

な
か
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
世
界
中
の
農

業
を
見
て
歩
い
て
い
る
カ
ゼ
ム
先
生
が

Ｆ
Ａ
Ｏ
に
世
界
農
業
遺
産
認
定
を
申
請

す
れ
ば
通
る
と
言
っ
て
く
れ
た
の
で
行

動
を
起
こ
し
た
訳
だ
。

カ
ゼ
ム
先
生
は
価
値
の
発
見
者
、
提

唱
者
で
あ
り
、
申
請
活
動
で
中
心
的
な

活
動
を
し
た
林
さ
ん
は
国
東
半
島
宇
佐

地
域
世
界
農
業
遺
産
の
「
生
み
の
親
」

と
言
っ
て
よ
い
。
林
さ
ん
は
同
世
界
農

業
遺
産
推
進
協
議
会
の
会
長
で
も
あ

る
。
カ
ゼ
ム
氏
は
林
氏
に
出
会
っ
て
、

地
域
の
宝
物
を
発
見
し
た
思
い
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
（
人
材
こ
そ
宝
で
あ
る
）。



57 農業経営者 2022 年 3 月号

第 8 回／大分県◦国東半島・宇佐の農林水産循環（前編）世界世界 を訪ねて農業遺産

人
材
が
い
な
け
れ
ば
、
山
も
海
も
、
価

値
を
発
現
で
き
な
い
。

シ
ス
テ
ム
名
は
「
ク
ヌ
ギ
林
と
た
め

池
が
つ
な
ぐ
国
東
半
島
・
宇
佐
地
域
の

農
林
水
産
循
環
」。
認
定
地
域
は
豊
後

高
田
市
、
杵
築
市
、
宇
佐
市
、
国
東
市
、

姫
島
村
、
日
出
町
の
４
市
１
町
１
村
で

あ
る
。
人
口
は
約
16
万
人
（
20
年
）。

よ
そ
者
・
ば
か
者
・
若
者
が
ま
ち
を

変
え
る
。
農
業
・
農
村
の
世
界
で
も
、

早
く
か
ら
こ
の
こ
と
が
言
わ
れ
て
き
た
。

本
件
も
然
り
。
カ
ゼ
ム
先
生
と
い
う
よ0

そ
者
の
視
点

0

0

0

0

0

が
国
東
地
域
を
動
か
し
た

の
で
あ
る
。
林
氏
も
東
大
教
授
を
経
歴

す
る
ほ
ど
広
く
深
い
知
見
を
身
に
着
け

た
上
で
帰
郷
し
、
よ
そ
者
の
視
点
を
共

有
し
て
い
る
。「
よ
そ
者
・
ば
か
者
・
若

者
が
ま
ち
を
変
え
る
」。
こ
の
格
言
は
真

理
だ
。
今
後
の
国
東
世
界
農
業
遺
産
の

保
全
、
発
展
に
も
、
意
識
し
て
、
こ
の

格
言
を
生
か
し
た
ほ
う

が
可
能
性
が
広
が
る
で

あ
ろ
う
。

人
口
減
少
が�

激
し
い
国
東
半
島

国
東
半
島
は
人
口
流

出
地
帯
で
あ
る
。
農
業

地
帯
で
あ
り
、
し
か
も

工
業
地
帯
に
近
い
こ
と

も
あ
り
、
日
本
経
済
の

高
度
成
長
が
始
ま
る
と

す
ぐ
に
人
口
流
出
が
起

き
た
。
表
１
に
示
す
よ

う
に
、
１
９
５
０
年
代

は
10
年
間
で
10
％
程
度

の
減
少
で
あ
っ
た
が
、

高
度
成
長
が
始
ま
っ
た

60
年
代
に
は
10
年
間
で

20
％
前
後
も
減
少
し

た
。
農
業
の
比
較
生
産

性
が
低
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
（
豊
後
高

田
23
％
減
、
国
東
21
％
減
、
杵
築
19
％

減
、
宇
佐
19
％
減
）。
農
家
の
余
剰
労

働
力
の
流
出
だ
。

70
年
代
以
降
は
減
少
率
は
少
し
緩
や

か
に
な
っ
た
が
、
２
０
１
０
年
代
は
一

部
地
域
で
再
び
人
口
減
少
が
加
速
し
て

い
る
。
国
東
市
、
姫
島
村
の
人
口
減
少

が
激
し
い
（
国
東
18
％
減
、
姫
島
21
％

減
）。
工
業
基
盤
が
弱
く
、
ま
た
、
農

林
水
産
業
の
生
産
性
が
低
く
、
依
然
、

衰
退
傾
向
に
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
学

校
の
統
廃
合
、
諸
機
関
の
合
併
で
都
市

へ
の
集
中
が
起
き
、
雇
用
の
場
が
縮
小

し
た
こ
と
が
要
因
だ
。

世
界
農
業
遺
産
認
定
は
、
原
木
シ
イ

タ
ケ
や
七
島
藺
の
次
世
代
へ
の
継
承
だ

け
で
は
な
く
、
地
域
振
興
の
テ
コ
に
し

た
い
と
い
う
の
が
関
係
者
の
期
待
だ
。

シ
イ
タ
ケ
や
七
島
藺
な
ど
特
産
品
農
業

は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ

ら
の
伝
統
作
物
に
人
口
扶
養
力
が
ど
れ

だ
け
あ
る
か
。
世
界
農
業
遺
産
の
効
果

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
こ
の
検

証
に
な
り
そ
う
だ
。

循環するクヌギ林の起点、伐採後の萌芽。
（国東半島宇佐地域世界農業遺産推進協議会提供）

年 豊後高田市 杵築市 宇佐市 国東市 姫島村 日出町 大分県

1950 49,214 52,414 98,429 65,370  … … 125.3
1960 43,381 47,543 87,460 58,786 4,055 21,494 124.0 
1970 33,561 38,504 71,020 46,521 3,432 20,207 115.6 
1980 30,705 35,066 67,811 40,504 3,234 21,464 122.9 
1990 28,798 34,095 65,541 37,771 3,268 23,589 123.7 
2000 26,206 33,363 62,349 35,425 2,761 26,142 122.1 
2010 23,906 32,083 59,008 32,002 2,189 28,221 119.7 
2020 22,112 27,999 52,771 26,232 1,725 27,723 112.4 
2020/
1990 −23.2% −17.9% −19.5% −30.6% −47.2% 17.5% −9.1% 

表１：国東半島宇佐地域の人口推移� （単位：人、県は万人）

出所：国勢調査

連
携
た
め
池
に
よ
る
用
水
供
給
シ
ス
テ
ム

２国
東
半
島
は
瀬
戸
内
海
式
気
候
で
雨

が
少
な
い
た
め
、
た
め
池
で
農
業
用
水

を
確
保
し
て
お
り
、
少
な
い
水
を
賢
く

利
用
す
る
工
夫
が
み
ら
れ
る
。

半
島
の
北
東
部
、
国
東
市
国
見
町
を

訪
問
し
た
。
山
中
に
入
る
と
す
ぐ
の
と

こ
ろ
に
「
伊
美
後
野
溜
池
」
が
あ
り
、

さ
ら
に
数
百
ｍ
上
流
に
「
東ひ
が
し

中な
か

後あ
と

野の

溜

池
」
が
あ
る
。
こ
の
両
者
は
水
路
で
つ

な
が
れ
て
い
る
が
、
今
は
も
う
使
わ
れ
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ク
ヌ
ギ
林
の
公
益
的
機
能

大
分
県
は
「
乾
シ
イ
タ
ケ
」
の
生
産

で
は
、
全
国
の
40
％
を
占
め
、
全
国
１

位
で
あ
る
（
２
位
宮
崎
17
％
、
３
位
熊

本
８
％
）。
品
質
も
良
く
、
大
分
県
は

全
国
乾
椎
茸
品
評
会
に
お
い
て
22
年
連

続
、
通
算
54
回
の
団
体
優
勝
（
２
０
２

１
年
現
在
）
を
果
た
し
、
日
本
一
の
底

堅
さ
を
示
し
た
（
注
１
）。

国
東
半
島
は
平
野
部
に
恵
ま
れ
ず
、

水
田
農
業
は
不
利
、
人
々
は
森
林
資
源

に
活
路
を
見
出
し
た
。
こ
の
地
域
の
森

は
ク
ヌ
ギ
広
葉
樹
林
の
蓄
積
が
大
き
い

（
ク
ヌ
ギ
と
は
ど
ん
ぐ
り
の
木
の
こ
と
）。

大
分
県
の
ク
ヌ
ギ
の
蓄
積
量
は
全
国
の

24
％
を
占
め
日
本
最
大
で
あ
る（
表
２
）。

ま
た
、
森
林
面
積
に
占
め
る
ク
ヌ
ギ
林

の
割
合
は
10
％
と
高
く
、隣
県
宮
崎
（
４

％
）
等
と
比
較
し
て
２
倍
も
高
い
（
全

国
平
均
は
０
・
７
％
）。
大
分
は
ク
ヌ
ギ

王
国
だ
。

こ
の
国
東
・
宇
佐
地
域
は
県
内
で
も

ク
ヌ
ギ
が
多
い
。
ク
ヌ
ギ
林
の
割
合
は

11・５
％
で
、県
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。

ク
ヌ
ギ
の
生
育
に
適
し
た
自
然
環
境
で

あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
人
々
は
こ
の
条

件
を
生
か
し
て
、
生
活
の
糧
と
し
て
、

式
気
候
で
雨
が
少
な
い
上
に
、
河
川
は

短
く
す
ぐ
海
に
注
い
で
い
る
た
め
、
農

業
用
水
の
確
保
が
困
難
な
地
形
で
あ

る
。そ

こ
で
古
来
、
人
々
は
「
た
め
池
」

を
作
り
、上
流
と
下
流
の
た
め
池
を
“
連

携
”
す
る
と
い
う
独
特
な
工
夫
を
施
す

こ
と
で
必
要
な
水
を
確
保
し
た
。
上
流

の
た
め
池
は
貯
水
用
と
し
、
下
流
の
た

め
池
が
水
田
等
に
給
水
す
る
。
両
者
は

水
路
で
つ
な
が
れ
て
お
り
、
稲
作
水
田

が
大
量
の
水
を
必
要
と
す
る
出
穂
期
や

日
照
り
で
水
不
足
の
時
、
上
流
の
リ
ザ

ー
ブ
用
た
め
池
か
ら
下
流
の
た
め
池
に

補
水
す
る
。

上
下
の
池
を
つ
な
ぐ
水
路
を
開
閉

し
、
少
な
い
水
を
賢
く
利
用
す
る
方
法

が
連
携
た
め
池
な
の
だ
。
た
め
池
は
、

日
本
全
国
に
多
数
あ
る
が
（
約
20
万
）、

こ
の
「
連
携
式
た
め
池
」
は
国
東
半
島

独
特
の
技
術
で
あ
る
。

当
地
は
、
昔
は
約
６
０
０
０
の
た
め

池
が
あ
っ
た
。
現
在
も
１
１
１
５
の
た

め
池
が
残
っ
て
い
る
。
受
益
者
２
万
３

８
０
０
戸
、
受
益
面
積
１
万
３
０
０

ha

（
畑
を
含
む
）
で
あ
る
。
国
東
半
島
宇

佐
地
域
の
経
営
耕
地
面
積
は
１
万
２
３

５
０

ha
で
あ
る
か
ら
（
２
０
２
０
年
農

林
業
セ
ン
サ
ス
）、
８
割
以
上
が
た
め
池

に
よ
っ
て
用
水
を
供
給
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。

て
い
な
い
よ
う
だ
。
前
者
は
伊
美
地
区

の
水
田
36

ha
に
、
後
者
は
東
中
地
区
の

水
田
12
ha
に
水
を
供
給
し
て
き
た
。

東
中
後
野
溜
池
は
、
山
を
く
り
貫
い

た
水
路
を
通
し
て
東
中
地
区
の
水
田
に

水
を
供
給
し
て
い
る
。
水
利
が
悪
く
水

不
足
に
悩
ま
さ
れ
た
東
中
集
落
（
全
40

戸
）
の
村
民
が
協
議
を
重
ね
、
ひ
と
山

越
え
た
後
野
の
地
に
た
め
池
を
作
り
、

山
を
く
り
貫
い
て
水
路
を
通
せ
ば
、
こ

の
地
の
水
田
に
水
が
流
せ
る
と
考
え
た

の
が
始
ま
り
で
あ
る
。

明
治
11
年
（
１
８
７
８
）、
ト
ン
ネ
ル

水
路
の
工
事
着
工
、
１
日
20
㎝
し
か
進

め
な
い
苦
労
も
あ
っ
た
が
翌
年
竣
工（
延

長
４
６
８
ｍ
）、
入
口
か
ら
出
口
の
高
低

差
は
２
ｍ
（
長
さ
１
ｍ
で
０
・
43
㎝
の

高
低
差
）
と
い
う
精
密
さ
で
あ
る
。
そ

の
後
毎
年
土
手
を
積
み
上
げ
、
明
治
37

年
（
１
９
０
４
）
に
完
成
し
た
。
貯
水

量
２
万
８
０
０
０
ｔ
、
東
中
の
す
べ
て

の
水
田
12

ha
が
潤
さ
れ
て
い
る
（
総
耕

地
15

ha
、
残
り
３

ha
の
畑
も
灌
漑
）。

制
約
が
生
ん
だ
賢
い
利
用

地
形
の
特
徴
が
農
業
を
営
む
た
め
の

知
恵
を
生
ん
だ
。
国
東
半
島
は
、
中
央

部
に
あ
る
円
錐
状
の
両
子
山
系
の
峰
々

か
ら
放
射
線
状
に
延
び
た
尾
根
と
深
い

谷
か
ら
成
り
、
平
野
部
は
狭
く
、
短
く

急
勾
配
な
川
が
多
数
あ
る
。
瀬
戸
内
海

シ
イ
タ
ケ
栽
培
の
原
木
ク
ヌ
ギ
の
植
林

を
繰
り
返
し
て
き
た
。

ク
ヌ
ギ
は
伐
採
し
て
も
切
り
株
か
ら

萌
芽
し
て
再
生
し
、
約
15
年
後
に
原
木

と
し
て
利
用
で
き
る
大
き
さ
に
な
る
。

秋
に
伐
採
す
る
と
、
伐
採
後
の
切
り
株

か
ら
は
翌
春
新
芽
が
萌
芽
し
、
ま
た
15

年
後
、
原
木
用
に
伐
採
さ
れ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
ク
ヌ
ギ
林
を
循
環
的
に
利
用

し
な
が
ら
、
人
々
は
山
間
部
で
生
計
を

営
ん
で
き
た
。
ク
ヌ
ギ
林
は
シ
イ
タ
ケ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

農
家
の
管
理
に
よ
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

守
ら
れ
て
い
る

と
い
っ
て
よ
い
。

ま
た
、
ク
ヌ
ギ
広
葉
樹
林
が
生
み
出

し
た
森
林
土
壌
で
涵
養
さ
れ
た
水
が
国

東
半
島
の
農
林
水
産
業
の
起
点
に
な
っ

て
い
る
。
た
め
池
に
貯
め
ら
れ
水
田
農

業
を
可
能
に
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、

先
に
述
べ
た
、
湧
水
域
で
育
つ
城
下
カ

レ
イ
も
ク
ヌ
ギ
林
の
循
環
的
な
利
用
が

も
た
ら
す
恩
恵
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
ク
ヌ
ギ
林
は
シ
イ
タ

ケ
農
家
の
た
め
の
原
木
供
給
だ
け
で
は

な
く
、
水
源
涵
養
と
い
う
公
益
的
価
値

を
生
ん
で
い
る
。
ま
た
、
現
代
的
価
値

で
あ
る
二
酸
化
炭
素
Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
も

貢
献
し
て
い
る
。
樹
木
は
光
合
成
能
力

が
高
い
若
木
の
時
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
が
多
い

循
環
の
創
造
主
は
シ
イ
タ
ケ
農
家

３
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が
、
ク
ヌ
ギ
は
15
年
サ
イ
ク
ル
で
更
新

さ
れ
る
の
で
若
い
森
が
維
持
さ
れ
、
Ｃ

Ｏ
２

固
定
力
が
高
い
。
15
年
伐
期
の
ク
ヌ

ギ
林
の
Ｃ
Ｏ
２

固
定
力
は
１
ha
当
た
り

年
間
９
・
７
ｔ
、
萌
芽
更
新
が
止
ま
っ

て
い
る
30
年
生
の
森
は
５
・
９
ｔ
で
あ

る
（
林
浩
昭
資
料
）。

ち
な
み
に
、
杉
人
工
林
60
年
生
前
後

の
C
O
2

固
定
量
は
年
間
４
ｔ
／
ha
で

あ
る（
12
齢
級
ま
で
平
均
６・７
t
）。「
脱

炭
素
」
と
い
う
地
球
的
課
題
に
対
す
る

貢
献
度
は
ク
ヌ
ギ
の
方
が
高
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
ク
ヌ
ギ
林
は
公
益

的
価
値
を
生
ん
で
い
る
が
、
シ
イ
タ
ケ

農
家
は
原
木
を
供
給
す
る
た
め
、
自
分

の
た
め
に
ク
ヌ
ギ
林
を
管
理
し
て
い
る
。

そ
れ
が
公
益
的
価
値
を
生
み
出
し
て
い

る
。
シ
イ
タ
ケ
農
家
は
「
外
部
経
済
」

の
創
造
主
で
あ
る
。

な
お
、
ク
ヌ
ギ
林
の
市
場
価
値
は
い

く
ら
か
。
表
３
に
示
す
よ
う
に
、
１
ha

当
た
り
生
産
額
は
60
年
間
で
１
６
０
万

円
で
あ
る
。
杉
林
よ
り
少
し
低
い
。
た

だ
し
、
原
木
生
産
量
は
１
ha
当
た
り
２

０
０
０
本
以
上
の
農
家
も
あ
り
、
そ
の

場
合
、
杉
よ
り
生
産
性
が
高
い
。
ク
ヌ

ギ
林
は
外
部
経
済
（
公
益
的
機
能
）
の

創
出
に
加
え
、
市
場
で
も
高
い
富
を
生

ん
で
い
る
。「
ク
ヌ
ギ
は
大
分
を
救
う
」

と
言
え
よ
う
。

注
１
：
シ
イ
タ
ケ
は
、
菌
床
栽
培
の
生
シ
イ
タ

ケ
と
原
木
シ
イ
タ
ケ
か
ら
採
る
乾
シ

イ
タ
ケ
に
大
別
さ
れ
る
。
全
国
生
産

量
は
約
７
万
ｔ
、
う
ち
乾
シ
イ
タ
ケ
２

３
０
２
ｔ
、
生
シ
イ
タ
ケ
７
万
２
８
０

ｔ
（
21
年
現
在
）。
原
木
シ
イ
タ
ケ
の

原
木
に
は
普
通
、
ク
ヌ
ギ
、
ナ
ラ
、
ミ

ズ
ナ
ラ
の
木
が
使
わ
れ
る
。

近
代
型
原
木
シ
イ
タ
ケ
発
祥
の
地

原
木
栽
培
は
、
倒
木
に
生
え
て
き
た

シ
イ
タ
ケ
を
採
集
す
る
原
始
的
な
産
業

か
ら
、
江
戸
時
代
に
は
炭
焼
き
業
者
の

考
案
に
よ
り
、
ホ
ダ
木
を
作
る
栽
培
型

で
あ
る
「
鉈な
た

目め

栽
培
」
に
発
展
し
（
切

れ
込
み
を
入
れ
た
ホ
ダ
木
に
シ
イ
タ
ケ

菌
が
侵
入
す
る
の
を
待
つ
神
頼
み
）、
そ

の
後
、
ホ
ダ
木
に
種
駒
を
接
種
す
る
近

代
型
栽
培
へ
と
発
展
し
た
（
１
９
４
２

年
、
森
喜
作
氏
発
明
）。
こ
の
近
代
型

栽
培
の
導
入
で
い
ち
早
く
シ
イ
タ
ケ
栽

培
が
発
展
し
た
の
は
大
分
県
で
あ
っ
た

（
大
分
県
椎
茸
農
協
Ｈ
Ｐ
に
よ
る
）。

鉈
目
時
代
（
神
頼
み
）
は
、
静
岡
な

ど
全
国
的
で
あ
っ
た
が
、
種
駒
接
種
と

い
う
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
大

分
は
原
木
シ
イ
タ
ケ
の
主
産
地
に
発
展

し
た
。

橋
上
智
和
氏
の
シ
イ
タ
ケ
栽
培

国
東
市
安
岐
町
山
浦
地
区
で
乾
シ
イ

タ
ケ
栽
培
を
営
む
橋
上
智
和
氏
（
54
歳
）

を
訪
ね
た
。
橋
上
さ
ん
の
経
営
は
シ
イ

タ
ケ
原
木
６
０
０
０
本
、
ク
ヌ
ギ
林
３

ha
の
シ
イ
タ
ケ
農
家
で
あ
る
。
こ
の
地

域
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
規
模
で
あ
る

（
通
常
３
０
０
０
本
）。
ほ
か
に
、
水
稲

１
ha
、大
豆
１・５
ha
を
経
営
し
て
い
る
。

山
間
部
の
農
家
と
し
て
は
経
営
規
模
が

大
き
い
。
シ
イ
タ
ケ
栽
培
は
父
の
代
か

ら
で
あ
る
。

荒
木
川
流
域
の
最
上
流
の
板
木
池
の

真
上
に
橋
上
さ
ん
の
ホ
ダ
場
が
あ
る
。

標
高
３
５
０
ｍ
、
気
温
８
度
で
寒
か
っ

た
。
杉
の
木
立
か
ら
木
漏
れ
日
が
さ
し

て
い
る
。
ホ
ダ
木
は
山
中
の
伏
せ
場
か

ら
移
動
し
て
き
た
ば
か
り
で
あ
る
が
、

シ
イ
タ
ケ
が
芽
を
出
し
て
い
た
。
そ
の

一
つ
一
つ
に
ビ
ニ
ル
カ
バ
ー
が
掛
け
ら

れ
て
い
る
。
品
質
向
上
の
た
め
で
あ
る
。

シ
イ
タ
ケ
は
、
原
木
伐
採
（
秋
）
→

山
で
菌
糸
の
入
っ
た
種
駒
を
植
え
付
け

（
３
～
４
月
）
→
シ
イ
タ
ケ
菌
糸
が
伸
び

や
す
い
山
の
「
伏
せ
場
」
に
置
き
→
伏

せ
込
ん
だ
後
２
年
目
の
秋
（
11
月
）
ホ

ダ
場
に
軽
ト
ラ
で
移
動
す
る
→
発
芽
し

面積
（ha）

蓄積
（千㎥）

同比率
（%）

全森林比
クヌギ林

（面積ベース）
大分県 44,860 4,559 23.8 9.9%

宮崎県 23,260 2,898 15.1 4.0%

熊本県 15,260 2,553 13.3 3.3%

全国 184,160 19,142 100.0 0.7%

出所：農水省「森林資源の現況」（平成29年3月31日現在）
注：�クヌギの天然林の面積は上記統計に記載されていないの
で推計した（人工林面積は既知）。大分県については「森
林簿」による。宮崎、熊本県については人工林と天然林
の単位蓄積量（㎥/ha）を同じと仮定して、天然林面積を
推計した。全国については単位蓄積量を100㎥/haとして
推計した。

表２：クヌギ林の地域比較

クヌギ林
（15年伐期）

杉林
（60年生）

１ha当たり 1,000本 600㎥

価格（立木） 400円/本 2,900円/㎥

生産額 40万円 174万円

同上、60年当たり 160万円 174万円

収益（経費控除） 88万円 118万円

表３：クヌギと杉の１hａ当たり生産額

出所：�現地ヒヤリングにより筆者推定。
注：収益は造林育林経費（補助金調整済み）を控除したもの。

シイタケのホダ場（国東市安岐町山浦）
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て
１
週
間
で
収
穫
す
る
。
収
穫
は
11
月

下
旬
～
３
月
ま
で
続
く
。
原
木
伐
採
か

ら
収
穫
ま
で
３
年
か
か
る
。

シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
る
と
、
ま
た
ホ
ダ

木
は
山
の
伏
せ
場
に
移
動
す
る
。
こ
の

伏
せ
場

↕

ホ
ダ
場
の
移
動
が
一
番
大
き

な
仕
事
だ
と
い
う
。
動
か
し
た
方
が
発

生
率
が
高
く
な
る
（
移
動
し
な
い
農
家

が
多
い
）。
こ
の
全
工
程
を
橋
上
さ
ん
は

一
人
で
こ
な
し
て
い
る
。

シ
イ
タ
ケ
は
刺
激
を
与
え
る
こ
と
で

発
芽
す
る
（
温
度
、
湿
度
、
物
理
的
刺

激
）。
10
度
以
下
の
低
温
、
冷
た
い
雨
な

ど
だ
。
筆
者
が
国
東
半
島
を
訪
問
し
た

日
、
降
雨
が
あ
っ
た
。「
シ
イ
タ
ケ
農
家

が
喜
ぶ
」
と
関
係
者
は
話
し
た
。
橋
上

さ
ん
は
た
め
池
か
ら
ビ
ニ
ル
パ
イ
プ
で

水
を
引
き
散
水
し
て
い
る
。
発
芽
を
促

す
た
め
だ
。
ホ
ダ
場
が
た
め
池
の
真
上

に
あ
る
の
で
、
有
利
だ
と
い
う
。

橋
上
さ
ん
は
、
品
質
向
上
、
収
量
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
る
優
良
農
家
だ
。

た
め
池
の
真
上
に
ホ
ダ
場
を
設
置
し
散

水
し
や
す
く
す
る
だ
け
で
な
く
、
ホ
ダ

木
を
伏
せ
場
と
ホ
ダ
場
を
移
動
さ
せ
て

発
生
率
を
高
め
た
り
（
収
量
向
上
）、
２

年
目
は
ホ
ダ
木
を
逆
さ
に
し
て
い
る
。

こ
れ
も
発
生
率
を
高
め
る
た
め
だ
。
ビ

ニ
ル
カ
バ
ー
は
品
質
向
上
の
た
め
だ
。

出
荷
は
ミ
カ
ン
コ
ン
テ
ナ
ー
に
入
れ

て
椎
茸
農
協
に
出
す
。
ホ
ダ
木
６
０
０

０
本
で
、
乾
シ
イ
タ
ケ
８
０
０
㎏
収
穫

で
き
る
。
仲
買
人
の
入
札
価
格
は
１
㎏

４
０
０
０
円
、
粗
収
入
３
２
０
万
円
だ
。

１
㎏
４
５
０
０
円
に
な
れ
ば
い
い
な
と

言
う
（
そ
の
場
合
、
粗
収
入
３
６
０
万

円
）。世

界
農
業
遺
産
認
定
の
恩
恵
が
あ
る

か
聞
い
た
。
橋
上
さ
ん
「
知
名
度
は
上

が
っ
た
が
、
具
体
的
に
価
格
等
へ
の
影

響
は
な
い
。
大
分
県
椎
茸
農
協
は
日
田

な
ど
他
産
地
も
入
っ
て
い
る
の
で
、
認

証
シ
ー
ル
も
貼
れ
ず
、
差
別
化
さ
れ
な

い
。
Ｇジ

ア

ス

Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
（
世
界
農
業
遺
産
）

ブ
ラ
ン
ド
化
の
効
果
は
難
し
い
」。

何
か
工
夫
が
必
要
で
は
な
い
か
。
農

協
を
通
さ
ず
、
個
別
出
荷
な
ら
シ
ー
ル

も
可
能
だ
が
。

原
木
シ
イ
タ
ケ
の
衰
退
傾
向

乾
シ
イ
タ
ケ
は
、
生
産
も
需
要
も
減

少
傾
向
に
あ
る
（
表
４
）。
高
齢
化
に

伴
う
生
産
農
家
の
減
少
に
加
え
、
温
暖

化
の
影
響
で
平
均
気
温
が
上
昇
し
て
い

る
の
で
、
低
温
菌
種
の
発
生
率
が
低
下

し
て
い
る
。
橋
上
さ
ん
も
中
温
菌
に
移

行
中
と
い
う
。

需
要
も
、
乾
シ
イ
タ
ケ
は
水
に
戻
す

手
間
が
か
か
る
の
で
敬
遠
さ
れ
、
消
費

者
は
生
シ
イ
タ
ケ
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。

価
格
も
、
近
年
は
大
き
く
低
下
し
て
い

る（
生
シ
イ
タ
ケ
は
価
格
低
下
は
な
い
）。

一
時
は
中
国
か
ら
の
輸
入
も
多
か
っ
た

が
（
２
０
０
０
年
代
初
め
は
１
万
ｔ
に

達
し
た
）、最
近
は
半
分
以
下
に
減
っ
た
。

乾
シ
イ
タ
ケ
は
高
級
品
で
は
あ
る

が
、
衰
退
化
の
兆
し
が
出
て
い
る
と
言

え
よ
う
。
安
岐
町
の
乾
シ
イ
タ
ケ
生
産

者
は
、
２
０
０
０
年
代
初
め
は
50
人
以

上
も
い
た
が
、
こ
の
数
年
、
高
齢
化
で

減
少
し
、
現
在
は
20
数
名
に
減
っ
た
。

橋
上
地
区
は
４
名
で
あ
る
。
価
格
が
上

が
れ
ば
若
い
人
の
参
入
の
可
能
性
も
あ

る
が
、
新
規
参
入
は
厳
し
い
。
投
資
懐

妊
期
間
が
長
い
の
も
参
入
障
壁
だ
（
原

木
伐
採
か
ら
収
穫
ま
で
３
年
か
か
る
）。

以
上
の
よ
う
に
「
ク
ヌ
ギ
と
た
め
池

が
つ
な
ぐ
農
林
水
産
循
環
」
も
、
循
環

を
創
り
出
す
担
い
手
が
急
速
に
減
っ
て

い
る
。
世
界
農
業
遺
産
を
い
か
に
し
て

次
世
代
に
継
げ
て
い
く
か
、
大
き
な
課

題
が
発
生
し
つ
つ
あ
る
。
世
界
農
業
遺

産
は
「
保
護
」
で
は
な
く
「
保
全
」
が

目
的
で
あ
る
以
上
、
担
い
手
が
必
要
だ
。

“
保
全
”（
次
世
代
へ
の
継
承
）
は
経
営

者
を
育
成
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

生
態
系
や
景
観
等
に
目
を
奪
わ
れ
が
ち

で
あ
る
が
、「
経
営
」
と
い
う
視
点
が
大

切
だ
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
ク
ヌ
ギ
林
は
水

源
涵
養
、
Ｃ
Ｏ
２

固
定
な
ど
公
益
的
機

能
が
あ
る
。
シ
イ
タ
ケ
農
家
は
外
部
経

済
を
創
造
し
て
い
る
側
面
も
あ
る
訳

だ
。
し
か
し
、
比
較
生
産
性
を
維
持
で

き
な
い
と
、
担
い
手
は
他
産
業
に
逃
げ

て
い
く
。

原
木
乾
シ
イ
タ
ケ
栽
培
に
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
な
い
の
か
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
実
行
で
き
る
経
営
者
能
力
を
培
っ

て
い
く
こ
と
が
、
世
界
農
業
遺
産
認
定

の
目
的
達
成
へ
の
道
で
あ
ろ
う
。

�

（
次
号
に
続
く
）

乾シイタケ 生シイタケ
生産量 輸入量 生産量

1965 5,371 … 20,761
1970 7,997 …
1975 11,356 93 58,560
1980 13,579 78 79,855
1985 12,065 140 74,706
1990 11,238 2,404 74,706
1995 8,070 7,539 74,495
2000 5,236 9,144 67,224
2005 4,091 8,375 65,186
2010 3,516 6,127 77,079
2015 2,631 5,029 67,869
2020 2,302 4,354 70,280

原木栽培 菌床栽培 計
1985 160,109 　　…
1990 135,371 　　…
2001 51,175 3,814 54,989
2005 36,641 3,584 40,225
2010 25,269 3,260 28,529
2015 19,356 2,823 22,179
2020 15,192 2,445 17,637

表４：シイタケの生産推移� �（単位：t）

出所：農水省「特用林産物生産統計調査」

表５：シイタケ生産者数の推移

出所：農水省「特用林産物生産統計調査」


